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はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※
右
記
９
月
受
け
付
け
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（
敬
称
略
）
情
報
は
、
広
報
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対
し
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、
ご
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同
意
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。

愛南町
ホーム
ページ
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恵さん（城辺甲）

▶俳人をご紹介します

B＆Gで一緒に活動していた加納さんに勧められて、俳句の門を
叩いてみました。当時は季語も分からず、才能も
感性もないままのスタートでした。
　　季語の奥深さや言葉選びに苦労しつつ、九年
が過ぎ今日に至っています。大和田先生や句会
の皆さんに助けられ、親、兄、姉や愛犬、身の回り
の自然を自分らしく句作したいと思っています。
　　俳句は自分を見つめ直す、大切な時間です。
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